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?
1 50．0％ 9．0
商 3 75．0％ 12．3
政経 8 88．9％ 11．1
文 25 78．1％ 13．5
経営 4 100．0％ 113
情報コミュニケーション 5 100．0％ 12．0
大学院・科目等 3 75．0％ 10．0
全体 49 81．7％ 12．3
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（2）提出された「教職ポートフォリオ」の内容面の分析から
　提出された「教職ポートフォリオ」を内容面から分析すると以下のようなことがうかがえた。
なお，個人情報保護の観点から，個別性の高い情報に関しては概要を記載してある。
①ポートフォリオ作成への思い入れ
　提出された「教職ポートフォリオ」の内容を概観すると，表6－3・1に示した項目にある必要
最低限の内容を簡潔にまとめているタイプと，教職課程での学習や大学生活につていの思い入
れが強く伝わってくるタイプに大別できた。当然のことながら，前者はページ数が少なくなる
傾向にあり，通常の授業レポートのように活字が整然と並んでいるという形式のものが多かっ
た。また，ポートフォリオを綴じているバインダも一般的なもの（事務的な色合いの濃い市販
のクリアファイルや紙ファイルなど）が多かった。一方，後者は分量が多くなる傾向にあり，
書式やフォントなど体裁面の工夫が見られたほか，画像やイラスト，その他の資料を貼り付け
ているものも多く見られた。また，バインダも個性的なもの（シールが貼ってあったり，特殊
な閉じ方のバインダを使っていたりなど）が多い傾向があった。
　ただ，意外なことであるが，教職志望であるか否かは必ずしもポートフォリオ作成に対する
思い入れとはマッチしていないように感じられた。むしろ，本学における大学生活をどのよう
に捉えているか，大学の4年間という時間に対する満足感や思い入れの強さが関連しているよ
うに思われた。
②学生の意外な側面の発見
　教育実習指導にクラス担任制を導入したのは，学生ひとりひとりを理解し，より効果的な指
導を行うためである。実際，例えば，伊藤クラスでいえば，授業初期に行われる自己紹介や，
授業期間中に3～4回課せられる課題の内容，模擬授業などグループ作業におけるコミットの
仕方，その他，授業全般に対する受講態度，クラス担任から欠席の課題を伝えるメールのやり
とりなどから，学生の特徴をある程度は理解しているという自負があった。
　しかし，「教職ポートフォリオ」に目を通して感じたことは，当たり前といえば当たり前のこ
とであるが，学生にはクラス担任が知らない面がたくさんあるということである。例えば，授
業中はまじめでおとなしそうに見えた（裏を返せば，教員側から見るとモチベーションが高くは
見えない）学生が，実は，アルバイトでは接客を生き生きと行っていたとか，大学生活をエンジ
ョイすることに関心が高そうに見えた学生が，実は，学外で福祉ボランティアを非常に熱心に
行っていたとか，教育実習の授業では，遅刻がちであったり，提出物が遅れがちであったりと
いう学生が，課外活動では非常に責任感をもって活動に取り組んでいたりといった具合である。
　クラス担任制によって，確かに学生ひとりひとりがこれまでより見えるようになった。しか
し，そこで見えていたのは，あくまで教育実習クラスというひとつの集団の中で見えてくる学
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生の姿に過ぎない。それを学生の「平面的な理解」というとすると，「教職ポートフォリオ」か
らは学生の「立体的な理解」が可能であろうように思われてきた。「教職ポートフォリオ」で描
き出される学生の姿には，1年次から今までの学習・活動を記載する時間的な広がりと，学内
外における学習・活動を記載する空間的な広がりの両方があるため，必然的に立体的に見えて
くるのであろう。
③自己を語ることの意味
　「教職ポートフォリオ」は単位に必須ではなかったが，提出率は教員の事前の予想に比べて
はるかに高かった。提出率が高かっただけでなく，内容的にも質の高いものが多かったように
感じられた。それは，おそらく，学生が「教職ポートフォリオ」の作成に主体的に取り組んだ
ことの表れであろうと思われる。もちろん，課題として指示されたということはあるであろう
し，作成に取りかかった時は，それほど意欲的ではなかった学生も多いであろう。ただ，内容
からは，決して少なくない学生が「教職ポートフォリオ」の作成を楽しんでいる様子が感じら
れるのである。
　「教職ポートフォリオ」の作成が，授業における一般的な課題と異なるのは，この作業が自
己の4年間の歩みを振り返りまとめる作業であるということであろう。Erikson（1963）4の指摘
するとおり，青年期はその発達課題としてアイデンティティの形成に向き合う時期である。し
かし，大学教育の中でまとまった形で自己を振り返る機会は案外多くはない。所属する専門学
科で卒業論文を作成する学生も多いが，それはあくまで4年間の「学問」のまとめであり，課
外活動の内容やなぜ教師をめざすかといった将来のビジョンなどをまとめることとは異なる。
「教職ポートフォリオ」の作成は，いわば4年間の「自分史」の制作ともいえよう。西平（2000）5
は青年期における「自分史」の制作が，「自己の現在までを跡づけることによって，現在の存在
価値を再確認し，将来の可能性を推しはかることによって，未来展望を希望的に切り拓くこと
ができる」意義を持つと述べているが，「教職ポートフォリオ」の作成はこれに近い作業であっ
たため，学生の主体的な取り組みが促進されたと考えることはできないだろうか。
4．まとめ
（1）「ポートフォリオ」の活用から期待される効果
教職課程を修了すると，単位取得の状況に応じた免許が付与されることとなる。特に，教員
4Erikson，　E．　H．1963　Childhood　and　society　2nd　ed．　W．　W．　Norton＆Company，　Inc．，　New　York．
　（エリクソン，E．　H．　仁科弥生（訳）『幼児期と社会』みすず書房　1977年）
5西平直喜　「ライフサイクルの中の青年期」（西平直喜・吉川成司（編著）『自分さがしの青年心理学』北
　大路書房　2000年　77－86頁）
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養成系の大学ではない，一般の私立大学においては，教職課程自体には「卒業」という概念は
ない。強いていえば，実習を終え，無事，免許を取得し免許状を付与されることが「卒業」と
いう位置づけにあるといえるだろう。それゆえ，教職課程では，教育実習とその記録である『実
習録』が重視されるのである。ただし，このような「卒業」の感覚は，専門における卒業論文
やそれに相当するようなゼミを終えて卒業するという感覚とは異なるであろう。残念ながら，
教職免許法の改正により導入される「教育実践演習」もこのような性格のものとはならないで
あろう。
　今回，「教職ポートフォリオ」を試験的に導入してみて感じたことは，教職課程での4年間の
学習をまとめる機会がないことが教職課程の学生にとって大きなマイナスなのではないかとい
うことである。逆に言えば，「教職ポートフォリオ」にはこの点について部分的に補う可能性を
持っているのではないかということである。さらにいえば，「教職ポートフォリオ」が教職課程
の「卒業論文」的な性格のものと位置づけられないかということである。
（2）「教職ポートフォリオ」による教育実習の自己点検システムについて
　これまで述べてきた「教職ポートフォリオ」の効果をまとめると以下のようになる。
①大学における自己の学習のうち，教職課程での学習を中心に振り返ることで，教職課程の
　学習を学部での専門の学習と同様にひとつのまとまりとして再認識することができる。
②授業の課題としてまとめるレポートとは異なり，学生自身が自己の道筋を振り返るという
　視点からまとめることは，学生の主体的で自己研鎖的な取り組みを引き出す。
③クラス担任が学生の1年次からの学習過程に加え，学外での活動なども知ることができ，
　学生の姿を立体的に捉えることができる。
　「教職ポートフォリオ」の作成は学生の主体的な取り組みを促進するため，そこには学生が
大学での学習で身につけた教員としての資質がより学生の実像に近い形で表れると考えられる。
このため，「教職ポートフォリオ」を活用することにより，教育実習校から大学に報告される学
生の評価や，大学での事前・事後の学習でなされる評価を別の視点から見直すことができる。
　今回，提出されたポートフォリオの多くから，学生の教職を目指す姿勢に加えて，大学生活
の中でどのようなことを経験し，そこから人間としてどのように成長したのかについても知る
ことができた。安易に結論づけることは危険であるが，このことは本学におけるクラス担任制
による教育実習事前・事後指導の体制が，ある程度，効果的に機能していることを意味してい
ると考えることもできるであろう。
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